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研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 小児有熱性けいれん重積のな
かでのけいれん重積型急性脳
症発症予測

26

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 外傷患者のせん妄予測モデル
構築と長期認知機能解明

0
（40）

教 授 川口 淳 戦略的創造研究推進
事業

「信頼される
AI システム
を支える基盤
技術」領域

2 AI 駆動仮説の静的・動的信
頼性保証と医療への展開

11，000

教 授 川口 淳 日本医療研究開発機
構

移植医療技術
開発研究事業

2 HLAエピトープ多型に基づ
く臓器移植のテーラーメイド
医療開発に資する研究

150

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 機能的脳画像解析のための多
層マルチブロックスコアリン
グ法の開発

910

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究B 2 脳リンパ腫のゲノム・メタボ
ローム情報を基盤とした個別
化分子標的療法の開発研究

20

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究B 2 生存時間解析の新たな展開：
がん免疫療法における統計的
方法論の構築とその実践

300

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 反復性経頭蓋磁気刺激による
治療抵抗性うつ病の治療メカ
ニズムの探索

65

教 授 川口 淳 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 新規育児不安尺度の開発－出
産施設退院時の母親の育児不
安に着目して－

80

※（ ）は繰越金で外数

学会発表
国内全国規模の学会
1 川口 淳：マルチモーダル脳画像解析．第44回 IBISML研究会（オンライン開催）．2022，1，17‐
18．

2 ＊高島 航，磯村亮英，末永裕士，石丸悠子，川口 淳：COVID‐19胸部画像診断におけるディープ
ラーニング分類精度向上の検討．第4回日本メディカルAI 学会学術集会（ハイブリッド形式開催）．
2022，6，10‐11（現地会場およびライブ配信）．
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医用統計物理学分野

原著論文
1 富永広貴：回転対称なメキシカンハット型ポテンシャルを一次元加振した系のカオス拡散への分岐．
信学技報，Vol．122，No．280，NLP2022‐60，pp．17‐20，2022，11．
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1 富永広貴：回転対称なメキシカンハット型ポテンシャルを一次元加振した系のカオス拡散への分岐．
電子情報通信学会 非線形問題研究会（NLP）（ハイブリッド開催）．2022，11，24‐25（現地及び
オンライン開催）．Program No.NLP2022-60（Print edition: ISSN: 0913-5685, Online edition: ISSN:
2432-6380）．
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